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飼料イネ栽培試験 

  

福井 弘之・近藤 正治＊ 
  

要   約 

 飼料イネ用品種を 6月 14日に移植し，生育並びに収量調査をした。出穂が最も早かったのは中国 146

号の 8月 20日（移植後 68日），最も遅かったのはホシユタカの 9月 17日（移植後 96日）であった。

出穂前に台風の暴風雨にみまわれたが，倒伏は全品種無く，病害虫は全品種ニカメイチュウの被害が少

しあった。脱粒性は品種間の差があり，モーれつ・タカナリ・関東 206号が中程度あった。収量は生草

収量でモーれつの 448kg／a，中国 147 号，ホシユタカの 416kg／a が多く，乾物収量では，モーれつ・

ホシユタカ・タカナリが 145～143kg／aと供試品種の中では多かった。乾物穂重割合は，タカナリと中

国 146号が 50％を越える高い値となった。 

目   的 

 本県でも，飼料イネは作付け面積が増加しており，栽培・収穫調製が容易で，収量性の高い有望品種

の選定が望まれている。そこで，飼料イネ専用種 7品種を用いて，特性調査を行う。 

材料及び方法 

(1) 試験区分 

 供試品種はモーれつ，中国 146号，中国 147号，関東 206号，タカナリ，ハマサリ，ホシユタカの

7品種 

(2) 耕種概要 

 播種日は平成 13年 5月 29日，移植日は平成 13年 6月 14日。区画は 1区 10m2・1反復・畦幅 30cm・

株間 25cm，施肥量は基肥（窒素 6.0kg／a，リン酸 6.0kg／a，カリ 6.0kg／a）追肥は（窒素 3.0kg／a，

リン酸 3.0kg／a，カリ 3.0kg／a），栽培方法は移植，常時湛水。収穫日は各品種糊熟～黄熟期に刈り

取り調査。 

(3) 調査概要 

 生育特性，収量，病害虫被害，倒伏性等 

                                                                                                                                                                                        
※現：畜産課 
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結果及び考察 

(1) 気   象 

 移植期から生育期にかけては，気温は平年より高く，降水量も平年より多かった。出穂期から開花

期にかけては，気温は平年並みであったが，降水量は平年より多かった。試験期間中の 8 月 22 日に

台風 11号の暴風雨域に入った。 

(2) 生育・収量調査結果 

 出穂が最も早かったのは中国 146号の 8月 22日（移植後 68日）で，次いで関東 206号，タカナリ

の 8月 27日（移植後 72日），モーれつ，ハマサリ，ホシユタカと続き，最も遅かったのはホシユタ

カの 9月 17日（移植後 96日）であった。出穂前の 8月 22日に台風の暴風雨にみまわれたが，倒伏

は全品種共なかった。草丈はモーれつの 138cm が最も高く，全品種 100cm を越えた。カン長もモー

れつが最も高く 96.7cm，他の品種も 80cm 以上であったが，タカナリは 69.9cm と低かった。収穫時

の株数は，11～17.6と幅があり，品種間の差があった。病害虫は全品種ニカメイチュウの被害が少し

あった。脱粒性は品種間の差があり，モーれつ，タカナリ・関東 206号が中程度あった。脱粒性の高

い品種は，翌年に雑草化する可能性がある 2)ので，翌年に食用米を作付けするほ場での栽培を控えた

方がよい。収量は生草収量でモーれつの 448kg／a，中国 147 号，ホシユタカの 416kg／a が多く，乾

物収量では，モーれつ・ホシユタカ・タカナリが 145～143kg／aと供試品種の中では多かった。乾物

穂重割合は，タカナリと中国 146号が 50％を越える高い値となった。 

表 1 飼料イネ生育成績 
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表 2 飼料イネ生育成績 

 
表 3 飼料イネ収量成績 

 

 

 県内では，水田酪農の経営が多く，一般に冬作のイタリアンライグラスを収穫後，食用米の作付け

し，その後，飼料用イネの作付けする手順となるため，5月中旬から 6月中旬が飼料イネの移植時期

となるが，後作の作付け計画により品種の使い分けが必要となる。また，飼料イネは施肥条件により

収量の差が大きく変動し，倒伏もみられる 1)ことから，ほ場条件を把握した中で，品種の選択が必要

である。倒伏しない肥培管理は，作業性，品質等から良質粗飼料生産の重要なポイントである。 
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